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１．はじめに 

先進的な情報機器環境を備える「ラーニング・コモン

ズ」では、学生の自発的な学びが期待される。今回の報

告では、数式処理も可能な計算知識 Web サービス

「Wolfram|Alpha Pro」（以下「W|A Pro」）を利用したア

クティブ・ラーニング支援の試行を紹介する。 

 

２．Wolfram|Alpha Pro 

ウルフラム・リサーチによる計算知識エンジン W|A 

Proは数値計算、数式処理に高い能力を発揮するブラウ

ザベースのサービスである。自然言語処理に優れ、あい

まいな入力が可能なため、通常の検索エンジンのよう

にも使うことができる。 

W|A Proのフォームにたとえば「log(1+x)/x 極限 x-

>0」と入力すると、その結果や関連するグラフなどが表

示される。テクニックを要する積分や、代数にも対応す

るので、数学や自然・社会科学においてとりあえず答え

が知りたいときに有効である。さらに「ステップごとの

解説」を利用すると、人間が取り組んだ時と同様の過程

も出力される（Fig. 1）。数値解だけでなく、事象や命

題間の推論、数式処理の学習に W|A Pro は非常に有効

であることが予想される。W|A Pro を導入した基礎数学

教育の国内の実践例には、高校では[金光 2015]、大学

では[伊藤 2018]がある。 

 

３．ラーニング・コモンズ 

学習施設「ラーニング・コモンズ」は「主として学生

を対象とし，あらゆる学習支援のための設備・施設，人

的サービス，資料をワンストップで提供する学習支援

空間」である[呑海 2011]。そこでの学習は「教員が教

え、学生が教わる」という従来のものとは一線を画す。

学生同士で相互に教え合い、議論するスタイルは、アク

ティブ・ラーニング[辻 2015]やプロジェクト型学習

[中平 2018]と相性が良い。 

同志社大学では 2018年に同学 2つ目となるラーニン

グ・コモンズが京田辺キャンパスに設置された。京田辺

キャンパスは理系の学部が大半であり、全学部が文系

学部のキャンパスにある同学 1 つ目のラーニング・コ

モンズとのニーズの違いが指摘されていた [木原 

2019]。本試行は、理系キャンパスのニーズに対応する

ものである[足立 2019]。また本試行は、国内のラーニ

ング・コモンズの運営は場の提供、あるいはチュータリ

ング（個別指導）による学習支援にとどまる場合がある

との指摘[村上 2015]と関連する。 

 
Fig. 1: スマートフォンでの実行画面。もちろん PCで

も実行できる。 

 

４．基礎数学勉強会「ますぴた！」 

勉強会の前段階として、2019 年 6 月にイベント

「Wolfram|Alpha Pro を活用しよう！」を行った。イベ

ントでは、ウルフラム・リサーチの開発者による紹介、

筆者による活用方法の説明を行った(Fig. 2)。学生や

教員・職員など約 50名が参加した。 

イベントのアンケート結果を踏まえ、同年 7 月に自

主勉強会「ますぴた！」を 3 回実施した。勉強会には筆

者の他に数学教育専攻や教職志望の学生・院生の支援

が あ っ た 。 イ ベ ン ト 名 は 支 援 学 生 の 発 案 で

「Hospitality Program for Mathematics」、「あなたに

ピッタリあった数学」などを意味する。 

各回とも 10 名前後の学生・院生・教員の参加があっ

た(Fig. 3)。第 1 回は勉強会の趣旨説明と 2 回目以降

の内容の決定、第 2、3回は順に「微分の定義」、「微分

と積分の関係」をテーマとした。実際の進行は支援学生

が行った。W|A Pro を投影したプロジェクタ、可動式の

ホワイトボードなどを使用し、微分を用いる具体例、微

分や積分の直感的な解釈などに関して相互に意見を述

べ合い、議論がなされた。 

勉強会後の参加者アンケートでは「普段は機械的に

計算していたことについて深く考えることができた」、

「一人一人がどんな風に考えたり感じたりしたのかを

話せる雰囲気なのがよかった」、「秋（次回）に線形代数

学を！」といった感想が寄せられた。 

公益社団法人　私立大学情報教育協会 
2019年度　教育イノベーション大会



 

Fig. 2: 周知イベントで使用したスライド。 

 

 

Fig. 3: 支援学生が作成した勉強会でのスライド。 

 

５．背景・議論 

今回の勉強会は高校数学から大学入門数学の内容に

対し不安を持つ学生を対象とした。春学期（入学から

夏休みまで）は高校と大学の数学の橋渡し、秋学期（夏

休み明けから春休みまで）は大学初年次の基礎数学を

扱う方針とした。入学時の学生は、過去を仕切り直そう

と新たな期待を持つ。その期待は基礎学力の有無とは

無関係であり、それを裏切らない機会や場はあればあ

るほどよい。数学、特に純粋数学では学習の目的を見い

だせないことがあり、1 度目的を失うと復帰は難しく、

年次が進むごとにこの傾向は強くなる。このことを留

意した企画、運営が望ましい。 

この活動では支援学生の存在が有効である。本試行

では、支援学生とも多くの時間を割き、勉強会運営のア

イデア・シナリオなどの情報交換を毎回十分に行った。

この準備次第では、驚くほど素晴らしい勉強会になる

ことを目の当たりにした。支援学生には（教科）数学の

教員を志望する者もおり、在学中にアクティブ・ラーニ

ング形式の教育法を経験する良い機会となっている。 

教員でなく支援学生による進行は、参加学生の「人の

意見を即応的に聞く態度」を促す。正しいか正しくない

かと同程度に自分で考えることを重視する姿勢は、演

繹、帰納に続く第 3の推論と言われる「アブダクション

（仮説形成）」とも関連する[米盛 2007; Sawa 2010]。 

 

６．まとめ・今後の課題 

今後は勉強会の定例化を検討している。また、W|A Pro

の使用方法、勉強会の方法などの他の理系基礎科目へ

の転用も検討したい。W|A Proの統計機能、利用できる

データは文系学問の数理分野にも貢献できる。 

様々なレベルで最新の情報技術と融合させた教育環

境の導入・試行と、その結果の情報共有が必要である。

今回の試行には、周辺教職員の多くが興味を示したが、

各自での積極的な導入実施までに至らない。一般的な

認知・普及までには、多くの教員・関係者の理解が必要

である。また同時に教育運営組織・機関も変化が必要で

ある。情報技術の進歩から知識獲得法も進化し、未来の

学生の学び方も変わる。この変化を教育に生かす努力

を続けるべきである。 

 

本試行は、同志社大学 2019 年度教育方法・教材開発

費制度（学習支援・教育開発センター）の支援で実施し

ている。また本試行実施に関してウルフラム・リサーチ

の協力に感謝する。 
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